
授業のねらいや展開に応
じて，効果的なタイミン
グでお使いいただけます。
継続して蓄積することで，
ポートフォリオ評価に活
用することができます。

評価に資する内容を充実させました。
授業のどの場面で何を対象に見取る
のかや，見取りたい生徒のよさの例
を示しています。
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⁃教材の構成

教科書 p.76～81　　 指導時期のめやす ９月頃

13　裏庭でのできごと

〔他の内容項目との関連〕　B 友情，信頼
 D よりよく生きる喜び

⁃主題設定の理由

ねらいとする道徳的価値について

日常のどんな小さな行為においても，自ら考
え判断し，自分の自由意志に基づいて決定し，
その結果については失敗も含めて責任をもたな
ければならない。それには，深く考えずに多数
派に同調したり責任を他人に押しつけたりする
ことなく，自らの規範意識を高め，自分を律し
ていく必要がある。

誠実に行動することの意義を確かめ，人間と
しての誇りをもって生きていくために，自分が
何を大事にして判断し行動すればよいか，考え
させることをねらいとしている。

生徒の実態

生徒たちは思春期を迎え，プライドや周囲の
目を気にすることから自らの失敗を素直に謝れ
なくなったり，他人の言動に左右されてしまっ
たりすることも少なくない。

一方で，そんな自分を心のどこかでは肯定で
きず，もやもやとした気持ちのまま過ごすこと
も多くなる。自分の言動を客観的に見つめると
ともに，生じた結果に対して自らの良心としっ
かり向き合い，対処しようとする態度を育てて
いくことが求められている。

生徒たちはこれまでに「5 自分で決める」に
おいて，主に自由と責任について考えている。

ここでは，善悪の判断の基準となる多面的なも
のの見方や考え方を身につけることの重要性に
気づき，悪は悪としてはっきり捉え，誠実な責
任ある行動をとろうとする力を身につけさせた
い。

教材について

本教材は，誤ってガラスを割り，そのことを
先生に正直に報告できなかった中学生の健二が，
自らの良心とうそを貫こうとする友人との関係
の間で葛藤するという内容である。

生徒の身近なところでも実際に起こりうるで
きごとであるため，生徒たちは健二の葛藤に感
情移入しやすく，最終的に健二が下した「誠実
である」という決断の意図についても，深く向
き合えるものである。

指導の際には，健二だけでなく，登場人物そ
れぞれの立場や思惑にも触れることで，健二の
葛藤の本質と，他人の言動に左右されず誠実に
行動することの難しさにも気づかせたい。また，
教材の内容が生徒に身近であるからこそ，道徳
的な気づきと，生徒の日常生活とをしっかりと
関連づけて考えさせることが重要である。

出典・著者
文部省『道徳教育推進指導資料（指導の手引）１』

⁃「主体的・対話的で深い学び」のための工夫

●導入の工夫
導入で教材と関連する日常的な場面を生徒に

具体的に想起させることで，生徒は登場人物の
心情を自分と結びつけて捉えることができる。

●話し合いの工夫
学びの道しるべ 3 では，班での話し合いを行う。

生徒の意見を少数に絞りこむ必要はない。ただ
し，多様な意見というよりは，ある一定の方向
に沿う意見が出されることが予想される。

出された意見をグループにしたりその理由の
違いに注目させたりすることで，生徒は互いの
考えを比較することができる。

●終末の工夫
終末では，今後自分が周りに流されそうに

なったら何を大切にして判断しようと思うか考
えをまとめ，交流する。導入であげた事例を振
り返りながら，その理由や具体的な場面を全体

でじっくりと共有することで，生徒は自分の思
いや考えと結びつけることができる。

本授業での気づきを日常生活でもいかそうと
する意欲や態度につなげたい。

○教材活用の際の注意点・配慮事項
導入や終末で教材と関連する日常的な場面を

生徒に想起させる際には，これまでの失敗を懺
悔させたり，これからの生活に向けた決意表明
をさせたりしないようにする。

⁃他教科・他の教育活動・日常生活との関連

将来の生き方を考える場面や学級生活の見直
しに結びつけることができる。

⁃参考情報

あやまちを正直に言えない人間の弱さ，良心
との葛藤を取り上げた教材には，３年「6 卒業
文集最後の二行」「26 足袋の季節」がある。

発問の流れ	 ・正直に報告できなかった主人公の気持ちを考える。 学びの道しるべ 1

	 ・なぜ主人公は正直に行動しようと決意したのか考える。 学びの道しるべ 2

	 ・正直・誠実に行動することでどんなことが得られるか，話し合う。 学びの道しるべ 3

捉えさせたい価値	 自律的な生き方，自らの責任によって生きる自信と誇り

内容項目　A 自主，自律，自由と責任
主 題 名　誠実な生き方
ね ら い　自分の失敗を正直に報告できなかった健二の葛藤について考えることを通して，誠実に行動

することで得られることに気づき，責任ある行動をとろうとする判断力を育てる。
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生徒の学習活動と主な発問・予想される生徒の反応 指導上の留意点

⁃展開例 ⁃板書例・板書のポイント……生徒のよさを見つける場面と手がかり……生徒のよさを見つける場面と手がかり

ワークシート編 p.1₅　　 音声CD DISC2-3（７分1₉秒）
デジタル資料集 整理しよう　挿絵　学びの道しるべ（小さな道しるべ付き）　やってみよう

導
入
（
５
分
）

展
開
（
35
分
）

終
末
（
10
分
）

○学校の内外，個人や集団を問わず考え
させる。意見がまとまらない生徒には，
「いつ？」「誰に対して？」などと個別
に問いかけ，体験を振り返らせる。

○何人かに発表させ，意見を板書する。
○日常生活を懺悔する時間にならないよ
う，深追いしない。

○範読後，登場人物それぞれの行動と，
そこに見られる人柄とを黒板に図示す
るなどして，全体の場で確認する。

○言いたい理由と，言いたくない理由そ
れぞれについて考えさせる。

○何人かに発表させ，意見を板書する。
○健二の朝の様子や，「首を振る」とい
う行為の意味などに注目させる。

○何人かに発表させ，意見を板書する。

○個人で考えてから，班で話し合わせる。
聞く態度，伝え方，記述

○話し合いが進まない班には，健二が先
生に本当のことを言おうとしていた理
由について考えさせる。

○一つ意見が出されたら，それに対して，
「なぜすっきりするの？」「なぜ本当の
友情が生まれるの？」などと，さらに
その理由を考えさせる。

○導入であげた事例を思い出させる。
○健二のよい点や，大輔の態度の問題点
などを振り返らせる。
発言，記述

聞く態度，伝え方，記述

発言，記述

１　失敗したときの行動について，経験を出し合う。
○失敗したのに正直に謝れなかったのは，どんな時だろう。
・家で弟のジュースをまちがって飲んでしまった時。
・学校で，宿題や提出物などの忘れ物をした時。

○人の意見に流されてしまったことはあるだろうか。導入

２　「裏庭でのできごと」を読み，誠実に行動することの
意義について話し合う。

○サッカー部の練習が終わったあとも，健二の気が重かっ
たのは，なぜだろう。 学びの道しるべ 1

・先生に正直に言ってすっきりしたいが，そうすると今
度は大輔との関係が悪くなると思ったから。

・先生に本当のことを言いたいが，言ったら大輔がうそ
をついたことを先生に知られることになるから。

○健二は職員室に向かう時，首を横に振りながら，どんな
ことを考えていたのだろう。 学びの道しるべ 2

・もうこれ以上，暗い気持ちのままではいたくない。
・割ったのは僕なんだから，きちんと謝ろう。
・大輔も，あとで話せばきっとわかってくれる。

◎自分のまちがいを謝ることで，どんなことが得られ
るだろう。 学びの道しるべ 3

・すっきりした気持ち。
・本当の友情。
・やるべきことに集中できる心。
・先生や周囲からの信頼。

３　自分で判断し行動するときに大事だと思うことは何か，
考えをまとめる。

○失敗したり，周りに流されそうになったりして，正直に
行動ができなくなりそうなときには，どんなことを第一
に考えればよいだろうか。
・堂々と，明るい気持ちでいられること。
・みんなで正しい行動をとれるように話し合うこと。
・自分の行動の責任は，自分でとること。

裏
庭
で
の
で
き
ご
と

〇
失
敗
を
正
直
に
謝
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
？

・
弟
の
ジ
ュ
ー
ス
を
ま
ち
が
え
て
飲
ん
だ

・
忘
れ
物
を
し
た

〇
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
健
二
の

気
が
重
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。

・
す
っ
き
り
し
た
い
。

・
先
生
に
本
当
の
こ
と

　を言
い
た
い
。

・
正
直
で
い
た
い
。

〇
健
二
は
職
員
室
に
向
か
う
時
、
首
を
横
に
振
り
な
が

ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

・
も
う
こ
れ
以
上
暗
い
気
持
ち

の
ま
ま
で
い
た
く
な
い
。

・
割
っ
た
の
は
僕
だ
か
ら
き
ち

ん
と
謝
り
た
い
。

・
大
輔
も
話
せ
ば
き
っ
と
わ

か
っ
て
く
れ
る
。

◎
自
分
の
ま
ち
が
い
を
謝
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　・す
っ
き
り
し
た
気
持
ち

　
　

　・本
当
の
友
情

　・先
生
や
周
囲
か
ら
の
信
頼 ・

大
輔
と
の
関
係
が
悪
く

な
る
の
が
い
や
だ
。

・
う
そ
を
つ
い
た
こ
と
を

知
ら
れ
た
く
な
い
。

・
し
か
ら
れ
た
く
な
い
。

挿絵p.80

⁃評価の視点

多面的・多角的に考える
誠実に行動し自らの行為の結果に責任をもつ

ことの大切さについて，３人の登場人物の心情
を理解しながら考えを深めている。
自分のこととして考える
誠実に生きるために大事にすべきことについ

て，主人公の葛藤を共感的に捉え，自らの経験
と重ねて考えを深めている。

生徒のよさを伝える言葉の例

・誠実に行動することの大切さと難しさについ
て，自分の体験と重ねながら記述していまし
た。

・自分の行動に責任をもつために必要なことに
ついて，自分の意見と理由を伝えながら，他
の人の意見をメモしていました。

・誠実さを大切にしてこれから自分はどう行動

したいか，対話の中で考えを深めていました。

⁃授業を振り返って

✓ ⃞　話し合いを通して，誠実に行動し，自らの
行為の結果に責任をもつことの価値につい
て，多面的・多角的に考えさせることがで
きたか。 

✓ ⃞　誠実に行動し，自らの行為の結果に責任を
もつことの大切さや難しさを，自分のこと
として捉え考えることができる問いが導入
や終末

 

で適切になされていたか。

矢印でつなぐことで，健二が本当の
ことを言おうとした理由をもとに考
えることができるようにする。

「言いたい理由」と「言いたくない
理由」を分けて書くことで，健二の
葛藤を共感的に捉えやすくする。

道
徳
授
業
の
充
実
に
向
け
て
、
先
生
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
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1

3

2

道しるべ
学びのや っ  て  み よ  う

・	 ・	 ・	 5	 ・	 ・	 ・	 ・	

13

　ガラスを割ったことを先生に報告する場面（78ページ）を演じてみましょう。

それぞれの立場で，どんな気持ちになるか話し合ってみましょう。1

あなたの考え

　次の日，健二は職員室へ行って，先生にどのような説明をしたのでしょうか。ま

ず，あなたの考えを書いてください。そのあとに話し合ってみましょう。3

大輔は……？

演じた役　　　　　感じたこと演じた役　　　　　感じたこと

　もしあなたが健二だったら，雄一が先生に深々と頭を下げたあと，なんと言う

でしょうか。交代で演じてみましょう。演じたことをもとに，健二はどうすれば

よかったのか，話し合って，考えをまとめましょう。

2

あなたの考え

もし自分が健二だったら

道しるべ
学びのや っ  て  み よ  う

・	 ・	 ・	 5	 ・	 ・	 ・	 ・	
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13 裏庭でのできごと

次
の
日
、
健
二
は
昨
日
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
、
足
ど
り
の

重
い
ま
ま
、
学
校
へ
向
か
っ
た
。

健
二
は
、
雄
一
に
、

「
僕
、
や
っ
ぱ
り
松
尾
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
く
る
よ
。」

と
言
っ
た
。

「
お
い
、
大
輔
は
…
…
。」

雄
一
は
、
大
輔
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

健
二
は
首
を
横
に
振
る
と
、
一
人
で
職
員
室
へ
と
向
か
っ
た
。

1

3

2

1

サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
健
二
の
気
が
重
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。

2

健
二
は
職
員
室
に
向
か
う
時
、
首
を
横
に
振
り
な
が
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

3

自
分
の
ま
ち
が
い
を
謝あ
や
まる
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

道しるべ
学びの

文
部
省
編
／
『
道
徳
教
育
推
進
指
導
資
料
1

中
学
校

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
』
に
よ
る

や っ  て  み よ  う

・	 ・	 ・	 5	 ・	 ・	 ・	 ・	
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終
末

○
失
敗
し
た
り
、
周
り
に
流
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り

し
て
、
正
直
に
行
動
が
で
き
な
く
な
り
そ
う
な
時

に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
第
一
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ

ろ
う
か
。

・
堂
々
と
、
明
る
い
気
持
ち
で
い
ら
れ
る
こ
と
。

・
み
ん
な
で
正
し
い
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
話
し
合

う
こ
と
。

・
自
分
の
行
動
の
責
任
は
、
自
分
で
と
る
こ
と
。

■
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
導
入
で
あ
げ
た
事
例
を
思
い
出
さ
せ
る
。

・
健
二
の
よ
い
点
や
、
大
輔
の
態
度
の
問
題
点
な
ど

を
振
り
返
ら
せ
る
。

板
書
例

裏
庭
で
の
で
き
ご
と

〇
失
敗
を
正
直
に
謝
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
？

・
弟
の
ジ
ュ
ー
ス
を
ま
ち
が
え
て
飲
ん
だ

・
忘
れ
物
を
し
た

〇
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
健
二
の

気
が
重
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。

・
す
っ
き
り
し
た
い
。

・
先
生
に
本
当
の
こ
と

　を言
い
た
い
。

・
正
直
で
い
た
い
。

〇
健
二
は
職
員
室
に
向
か
う
時
、
首
を
横
に
振
り
な
が

ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

・
も
う
こ
れ
以
上
暗
い
気
持
ち

の
ま
ま
で
い
た
く
な
い
。

・
割
っ
た
の
は
僕
だ
か
ら
き
ち

ん
と
謝
り
た
い
。

・
大
輔
も
話
せ
ば
き
っ
と
わ

か
っ
て
く
れ
る
。

◎
自
分
の
ま
ち
が
い
を
謝
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

得
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　・す
っ
き
り
し
た
気
持
ち

　
　

　・本
当
の
友
情

　・先
生
や
周
囲
か
ら
の
信
頼 ・

大
輔
と
の
関
係
が
悪
く

な
る
の
が
い
や
だ
。

・
う
そ
を
つ
い
た
こ
と
を

知
ら
れ
た
く
な
い
。

・
し
か
ら
れ
た
く
な
い
。

挿絵p.80

評
価
の
視
点

多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る

誠
実
に
行
動
し
自
ら
の
行
為
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
三
人
の
登
場
人
物
の
心
情
を
理
解
し
な
が
ら
考
え

を
深
め
て
い
る
。

自
分
と
の
関
わ
り
で
考
え
る

誠
実
に
生
き
る
た
め
に
大
事
に
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
主
人
公

の
葛
藤
を
共
感
的
に
捉
え
、
自
ら
の
経
験
と
重
ね
て
考
え
を
深
め

て
い
る
。

学
び
の
道
し
る
べ
2

健二と雄一とのやりとり

7677

　突
と
つ

然ぜ
ん

、
大
輔
が
「
あ
っ
。」
と
声
を
あ
げ
た
。

「
ほ
ら
、
ほ
ら
、
あ
そ
こ
。」

　大輔
が
指
さ
す
方
を
見
る
と
、
一
匹ぴ

き

の
猫ね

こ

が
、
物
置
の
軒の

き

下し
た

に
あ
る
鳥
の
巣
に
侵し

ん

入に
ゅ
うし
よ
う
と
し
て
い
た
。
巣
の
中
に
は
、

ま
だ
生
ま
れ
て
ま
も
な
い
ひ
な
が
見
え
た
。

（
あ
あ
っ
、
ど
う
し
よ
う
。）

健
二
が
そ
う
思
っ
た
瞬
し
ゅ
ん

間か
ん
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13 裏庭でのできごと

教
材
の
概
要
（
デ
ジ
タ
ル
資
料
集
「
整
理
し
よ
う
」）

解
説
・
展
開
編
　
82
〜
87
ペ
ー
ジ

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
編
　
15
ペ
ー
ジ

音
声
Ｃ
Ｄ
　
デ
ィ
ス
ク
２

−

３

　
　
　
　
　（
朗
読
７
分
19
秒
）

デ
ジ
タ
ル
資
料
集
収
録
デ
ー
タ

　
朗
読
　
整
理
し
よ
う
　
挿
絵

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
　
教
科
書
紙
面
　

　
学
び
の
道
し
る
べ
（
小
さ
な
道
し
る
べ
付
き
）

　
や
っ
て
み
よ
う

【
あ
ら
す
じ
】　
健
二
、
大
輔
、
雄
一
の
三
人
は
、
昼
休
み
に
裏
庭
へ

行
く
。
鳥
の
巣
に
侵
入
し
よ
う
と
す
る
猫
を
遮
ろ
う
と
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
雄
一
は
、
物
置
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
う
。
雄
一
が
報
告
の

た
め
に
職
員
室
へ
行
っ
て
い
る
間
に
、
大
輔
と
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い

た
健
二
も
、
物
置
の
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
う
が
、
大
輔
は
先
生
に

う
そ
の
報
告
を
す
る
。
健
二
は
本
当
の
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
が
大

輔
に
止
め
ら
れ
、
葛
藤
す
る
。

内
容
項
目
　
Ａ
　
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

主
題
名
　
誠
実
な
生
き
方

ね
ら
い
　
自
分
の
失
敗
を
正
直
に
報
告
で
き
な
か
っ
た
健
二
の
葛
藤

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
責
任
あ
る
行
動
を
と
ろ
う
と
す
る
判
断
力
を

育
て
る
。

学
習
の
流
れ

１
　
失
敗
し
た
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
、
経
験
を
出

し
合
う
。

２
　「
裏
庭
で
の
で
き
ご
と
」
を
読
み
、
誠
実
に
行

動
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

３
　
自
分
で
判
断
し
行
動
す
る
と
き
に
大
事
だ
と
思

う
こ
と
は
何
か
、
考
え
を
ま
と
め
る
。

導
入

○
失
敗
し
た
の
に
正
直
に
謝
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ど

ん
な
時
だ
ろ
う
。

・
家
で
弟
の
ジ
ュ
ー
ス
を
ま
ち
が
え
て
飲
ん
で
し

ま
っ
た
時
。

・
学
校
で
、
宿
題
や
提
出
物
な
ど
の
忘
れ
物
を
し
た

時
。

■
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

・
学
校
の
内
外
、
個
人
や
集
団
を
問
わ
ず
、
考
え
さ

せ
る
。
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
生
徒
に
は
、「
い

つ
？
」「
誰
に
対
し
て
？
」
な
ど
と
個
別
に
問
い

か
け
、
体
験
を
振
り
返
ら
せ
る
。

・
何
人
か
に
発
表
さ
せ
、
意
見
を
板
書
す
る
。

・
日
常
生
活
を
懺
悔
す
る
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。

○
人
の
意
見
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
る
だ

ろ
う
か
。
導
入

指
導
時
期
の
め
や
す
　
９
月
頃

裏
庭
は
望
ま
し
く
な
い
場
所

で
あ
る
こ
と
を
お
さ
え
る
。

友
達
の
言
葉
に
流
さ
れ
る
健
二

大
輔
の
言
葉
に
流
さ
れ
な
い
雄
一

大輔 健二 雄一

●
解
説
・
展
開
編

・ 

研
究
授
業
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
等

を
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

・ 「
学
び
の
道
し
る
べ
」
に
そ
っ
た
標
準
的
な
展
開
例
と
、

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
別
案
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
朱
書
編

・ 

授
業
で
必
要
な
情
報
に
し
ぼ
り
こ
み
、
実
践
の
要
点
を
わ

か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
編
（
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
）

・
評
価
に
も
活
用
で
き
る
全
教
材
分
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
す
。

・ 

Ｐ
Ｄ
Ｆ
・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
一
太
郎
の
各
デ
ー
タ
を
収
録
。
適

宜
改
変
し
て
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
音
声
Ｃ
Ｄ

・ 

全
教
材
に
プ
ロ
に
よ
る
朗
読
音
声
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
デ
ジ
タ
ル
資
料
集
Ｄ
Ｖ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ

・ 

動
画
や
挿
絵
・
写
真
等
の
画
像
な
ど
、
学
習
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
デ
ー
タ
類
を
多
数
収
録
し
て
い
ま
す
。

教師用指導書セット内容

１教材４ページ構成で詳
しく解説しています。
標準的な展開例と，工夫
を加えた別案を用意し，多
様な指導方法を提案して
います。

授業で必要な情報を，
教科書紙面とも対応
させながらコンパク
トに示しています。

解説・
展開編

ワーク
シート編

朱書編

教
師
用
指
導
書
・

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
ご
紹
介
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※ 

内
容
・
仕
様
等
は
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

必要に応じてスモー
ルステップでねらい
にせまります。

●
動
画

●
挿
絵
・
写
真

●
整
理
し
よ
う

●
使
い
や
す
い
ビ
ュ
ー
ア

●
充
実
の
学
習
者
支
援
機
能

●
切
り
替
え
も
ら
く
ら
く

●
学
び
の
道
し
る
べ
・
小
さ
な
道
し
る
べ

・
自
動
音
声
読
み
上
げ

・
総
ル
ビ（
ふ
り
が
な
）

・
分
か
ち
書
き

・ 

リ
フ
ロ
ー（
た
て
書
き
・
よ
こ
書
き
変
更
／
書
体
変

更
／
文
字
サ
イ
ズ
変
更
／
行
間
変
更
／
色
変
更
）

1年
8 「いじり」？　「いじめ」？
11 最強の敵　最大の友
22 歴史を変えた決断
26 全ての人に安心，安全な水を
29 〝庶民の笑い〞を絶やさない
30 オーロラの向こうに

動画リスト

2年
4 まだ食べられるのに
5 短所を武器とせよ
6 たったひとつのたからもの
8 国境なき医師団・貫戸朋子
11 清掃はやさしさ

3年
3 歩きスマホをどうするか
7 あなたは顔で差別をしますか
14 サルも人も愛した写真家
23 あふれる愛
30 もう一つの時間

▲3年　26 足袋の季節

▲3年　7  あなたは顔で差別 
をしますか

デジタル
資料集学習のテーマへの

興味・関心を高め
ます。

▲3年　3 歩きスマホをどうするか

▲1年　4 不自然な独り言

授
業
の
導
入
で
活
用
で
き
る
動
画

資
料
で
す
。

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
挿
絵
・
写
真
を
拡
大

し
て
表
示
し
た
り
、
掲
示
用
に
プ
リ
ン
ト
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

教
材
の
全
体
構
造
を
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
、
一

覧
で
き
る
形
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

●
教
科
書
紙
面

●
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

●
朗
読

教
科
書
紙
面
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
、

そ
の
ま
ま
の
紙
面
と
、「
ふ
り
が
な

付
き
」
紙
面
と
、
二
種
類
収
録
し
て

い
ま
す
。

全
教
材
分
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
収
録

し
て
い
ま
す
。

● 

年
間
指
導
計
画
、 

 

全
体
計
画
別
葉
作
成
資
料

弊
社
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

全
教
材
分
の
朗
読
音
声
を
収
録
し

て
い
ま
す
。

「
拡
大
」「
ペ
ー
ジ
送
り
戻
り
」「
ペ
ン
・
消
し
ゴ

ム
」
の
基
本
機
能
が
す
ぐ
に
使
え
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
生
徒
に
対
応
で
き
る
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。

紙
面
と
学
習
者
支
援
画
面
の
表
示
を
、
タ
ブ
の
選

択
で
簡
単
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

教
科
書
の
「
学
び
の
道
し
る
べ
」
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
問
い
を
補
助
す
る
「
小
さ
な
道
し
る
べ
（
め
く
り
紙
付
き
）」
を

適
宜
入
れ
て
い
ま
す
。

●
や
っ
て
み
よ
う

表現活動の前に，
流れや発言例を確
認できます。 ▼1年　4 不自然な独り言

道
徳
的
行
為
に
関
す
る
体
験
的
な
学
習
の
流
れ
を
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
示
し
て

い
ま
す
。

▲1年　13 裏庭でのできごと

学習者用デ
ジタル教科書のご紹介

生徒全員が教材内
容を把握して話し合
いに参加しやすくす
る土台をつくります。
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